
＜施術工程＞

１、酸性シャンプーで洗います。

２、タオルドライします。

３、ノフリバイブを全頭に塗布します。（※手袋をしてカップとハケで塗りましょう）

４、２０分程度加温します。（全頭しっかり温もればOK）

５、コームスローをしてチェックしながら少し冷まします。

６、酸性シャンプーと酸性トリートメントをしてお流し。

７、ブロー・アイロンをします。

※施術後も酸性のヘアケアを使うと結果が長持ちします。

使い方は動画にまとめています！

＜before＞

＜after＞

＜応用編＞

ノフリバイブにはスタンダード（１６％）と
ノフリバイブハイリッチ（３０％）があります。
単独でも結果が出せますが、
混合することでさらにパワーを上げることができます。

ノフリバイブにアエルティースターリキッド（トステアⓇ）を混合（約２０％）すると
写真のようにホイップ状にすることができ、
塗布がしやすくなります。また量も写真のように増えます。
効果としても毛髪の架橋が強くなり持ちが良くなります。

check ！

STANDA RD H I  R I C H

１６％ ３０％

トステアⓇ（アミノエチルチオコハク酸ジアンモニウム）とは
システアミン塩酸塩とフマル酸を煮込んで偶然できた新成分です。
通常の２本架橋と違い、３本の架橋を生成することができるため
特にダメージ毛や強い癖毛に効果を発揮します。
ノフリバイブとも相性が良く、
トリートメント効果の持ちを良くしてくれます。

カウンセリングの段階で髪の毛の油分が
少ないと感じた時は中間から毛先に CMC０１（ゼロワン）
を馴染ませてからノフリバイブを塗布すれば
しっとりした質感にすることができます。

Tstar

※左を丁寧にブラシで施術しましたが、

　あえてアバウトに整えた右のトステアの方が毛先がまとまりました！

なんと１か月半
後もこの通り！

サラサラすぎて
驚いています

乾かしてクシで
といただけです

！

酸性のヘアケア
を使うことが重

要です


